
減らない食べることによる事故

餅によって引き起こされ、お正月に必ず報道される窒息事故も重大な摂食嚥下障害の
症状の一つです。
年間約5000人もの人が食品による窒息事故で命を落としています。
このほとんどは高齢者であり、この数は交通事故による死亡数を大きく凌ぎます。

窒息について

窒息状態に陥ると胸を押さえる独特の
サインを示します。

窒息が起こったと判断したら、図のよう
に背中を強くたたいて詰まった食べ物の
排出を促します。

それと同時に、救急車の要請も即座に
行うことが必要です。

窒息時の対応方法

摂食嚥下

実践ラボ

-背部叩打法-

窒息とは

本来、口から咽（のど）を経て食道に入るべき食物が喉頭や気管に詰まってしまい、
呼吸ができなくなることを窒息といいます。
調査によると、窒息による死亡事故の原因食品は、餅が最も多いのですが、このほか、
米飯、パン、肉、魚など私たちが普段から食べているごく一般的な食品でも事故が
起こっています。
本人の摂食嚥下機能にあった食事をとることが必要です。
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